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コ

ン
ト
・
の
ゴ
魎
禽
日
撞
雄
禰
思
相
趣
日

米
田
庄
太
郎

　
さ
き
に
述
べ
し
如
く
、
コ
ン
ト
が
連
帯
ご
云
ふ
語
を
、
始
め
て
或
は
始
め
て
盛
ん
に
用
ひ
出
し
カ

の
は
，
少
な
く
も
余
の
調
ら
べ
た
庭
で
は
實
謹
哲
學
講
義
第
四
憲
に
於
て
や
あ
る
Q
爾
ほ
同
窓
中

彼
が
始
め
て
此
の
語
を
用
ひ
て
居
る
の
は
百
四
十
四
頁
に
於
て
や
あ
っ
て
、
而
し
て
埋
れ
は
科
學

間
の
相
互
依
存
の
閣
係
或
は
合
致
の
關
係
を
表
示
す
る
爲
め
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
次
に
彼
は

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
経
濟
學
を
論
評
す
る
に
當
て
、
矢
張
り
許
斐
な
意
味
に
て
、
同
憲
二
百
十
六
頁
に

於
て
連
帯
的
（
ω
。
ま
9
一
「
。
。
。
）
ざ
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
が
、
然
る
に
同
二
百
十
九
頁
に
於
で
は
、
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
此
の
語
を
科
學
間
の
關
係
以
外
の
も
の
を
表
示
す
る
に
用
ひ
、
「
必
然
的
に
連
帯
的
こ
し
て
の
種

　
　
　
　
　
　
ア
ン
デ
レ

々
な
る
入
間
の
利
盆
」
云
々
注
云
ふ
て
居
る
。
夫
よ
り
彼
は
鮭
會
静
學
の
概
念
を
論
ず
る
に
當
っ

て
．
同
二
百
五
十
九
頁
に
於
て
、
連
帯
を
明
ら
か
に
、
耐
會
納
連
帯
の
意
味
に
用
ひ
て
居
る
。

　
　
「
静
學
農
薬
會
學
は
、
肚
會
膿
系
の
一
切
の
諸
部
分
が
、
相
互
に
他
の
上
に
三
綱
的
に
及
ぼ
す
相

　
互
的
動
反
動
の
、
實
鹸
的
に
し
て
又
論
理
蘭
な
る
實
恐
嚇
研
究
を
、
永
久
の
目
葡
ざ
な
ざ
ぬ
ば
な
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・
ら
ぬ
、
　
・
…
、
：
…
：
…
三
：
・
さ
れ
ば
政
治
學
（
杜
會
學
）
の
此
の
第
一
の
方
面
（
丁
丁
静
學
）
は
今
同
の
哲

學
的
警
慣
に
反
し
て
、
無
数
の
魁
會
的
要
素
の
各
々
が
、
最
早
一
の
維
鋤
的
な
濁
立
な
仕
方
で
考

　
へ
ら
れ
な
く
な
り
、
一
の
基
本
的
連
帯
が
漸
へ
す
内
部
的
に
夫
れ
を
結
び
附
け
ね
ば
な
ら
諏
総

て
の
他
の
も
の
こ
相
關
晒
す
る
ご
し
て
の
み
常
に
考
ら
れ
る
こ
ご
を
、
明
ら
か
に
必
然
的
に
假

定
す
る
の
で
あ
る
。
」
．

　
爾
ほ
コ
ン
ト
は
矢
張
り
早
馬
静
學
の
概
念
を
論
蓮
す
る
中
－
に
、
連
帯
或
は
連
帯
的
ご
云
ふ
語

を
左
の
諸
々
の
場
合
に
用
ひ
て
居
る
。

　
「
癒
會
有
機
膿
の
一
切
の
可
能
的
な
る
諸
方
面
の
間
に
存
す
る
が
、
る
一
の
基
本
的
連
帯
云

々
」
｝
）
．
い
9
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
騨

　
「
各
科
學
或
は
各
技
術
の
諸
分
枝
問
の
甚
だ
親
密
な
る
連
帯
云
々
」
、
や
．
“
。
9
．

　
「
↓
F
履
廣
い
考
察
に
よ
り
て
、
吾
人
は
科
學
の
膿
系
を
技
術
の
混
系
に
結
び
附
け
る
施
の
、
必
要

敏
く
可
か
ら
ざ
る
連
掌
上
關
係
、
を
も
亦
同
榛
に
考
へ
る
Q
但
し
吾
入
は
主
題
の
性
質
が
明
ら

か
に
要
求
す
る
如
く
、
連
帯
が
間
接
的
に
な
る
に
つ
れ
て
強
さ
の
度
を
減
す
る
こ
ご
を
，
常
に
假

定
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
」
や
⇔
曾
●

　
「
基
本
的
連
帯
が
樹
ほ
，
直
接
に
原
理
に
於
て
Ψ
は
な
い
が
、
現
密
〔
に
は
少
な
く
も
n
深
く
見
損
な

　
　
　
融
ン
ト
の
継
會
蓮
饗
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
入

は
れ
、
更
に
根
本
的
に
母
親
さ
れ
て
さ
へ
居
る
唯
一
の
本
質
酌
な
場
合
、
」
℃
●
Q
α
P

　
「
鹸
密
に
云
ふ
政
治
的
諸
鋼
壁
間
に
存
す
る
一
定
の
部
分
的
連
帯
」
や
い
α
↑

　
「
政
禮
ε
私
椹
こ
の
間
の
必
然
的
な
る
一
の
彊
定
的
連
帯
」
℃
・
い
禽
．

　
「
蕾
に
「
・
方
に
於
て
は
爆
撃
に
云
ふ
政
治
鵠
罰
度
及
び
魁
會
的
風
習
、
他
∵
方
に
於
て
は
風
習
，
及

び
観
念
或
は
思
想
が
、
…
断
へ
す
相
互
的
に
連
帯
的
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
云
々
」
や
楠
α
。
。
．

　
「
国
際
に
於
て
、
蓮
俗
の
謬
見
は
一
般
に
立
法
家
に
、
豫
め
充
分
な
る
馬
蝿
を
其
有
す
る
ご
云
ふ

唯
一
の
條
件
の
下
に
撃
て
、
余
輩
の
考
へ
る
必
然
的
調
和
を
突
然
破
壊
す
る
永
久
的
能
力
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

め
て
居
る
Q
是
れ
疑
ひ
も
な
く
、
本
質
的
に
は
此
の
連
番
的
連
帯
を
全
く
否
定
す
る
こ
ご
、
同

襟
で
あ
る
。
」
や
い
α
℃
・

　
「
魁
寧
静
學
に
於
て
は
此
の
普
遍
的
な
る
瀧
會
的
連
帯
の
糠
概
念
は
前
脳
（
生
物
學
）
に
於
て
、
生

物
の
研
究
に
著
し
く
特
有
な
も
の
も
の
ビ
し
♂
、
確
立
さ
れ
た
一
の
基
本
概
念
の
，
不
可
避
的
な

結
果
及
び
不
可
馬
蹄
な
補
充
と
な
る
Q
…
…
…
…
…
吾
人
は
、
實
際
に
於
て
何
等
か
の
膿
系
の
存

す
る
四
身
に
於
て
も
、
一
定
の
連
帯
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
澱
ご
云
ひ
得
る
。
＝
）
．
館
℃
一

　
「
連
帯
及
び
合
致
の
科
學
的
概
念
が
、
其
の
必
然
的
な
る
普
遍
性
に
拘
ら
す
．
写
れ
が
常
に
本
賓

、
的
に
適
合
す
る
の
は
、
特
に
有
機
的
諸
国
系
で
あ
る
。
…
：
：
…
…
…
か
く
て
例
へ
ば
動
物
的
合
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致
は
植
物
的
合
致
よ
一
・
・
は
一
丁
…
完
全
で
あ
h
、
同
じ
理
に
よ
り
て
動
吻
的
合
致
は
、
動
物
性
が
人

　
性
に
於
け
る
其
の
極
大
に
ま
で
高
ま
る
に
つ
れ
て
明
ら
か
に
褒
達
す
る
。
最
後
に
人
間
に
於

　
て
紳
経
系
統
は
何
れ
の
他
の
も
の
よ
り
も
、
生
物
學
的
連
帯
の
主
要
な
る
座
こ
な
る
Q
然
る
に

　
今
政
治
感
喜
の
今
日
の
精
神
は
一
切
の
諸
異
の
魁
會
的
方
面
の
間
に
存
す
る
此
の
根
本
的
連

　
帯
を
、
本
來
無
親
す
る
慮
で
云
々
」
ワ
D
。
。
ρ

　
「
此
の
必
然
的
連
々
に
從
へ
暴
雨
か
の
方
法
に
よ
り
て
豫
め
探
究
さ
れ
た
る
何
れ
の
肚
會
的

　
現
象
も
，
直
れ
が
他
か
ら
孤
立
し
て
考
へ
ら
れ
る
以
上
、
有
盆
に
科
學
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
な

　
い
で
あ
ら
う
。
」
℃
．
輪
○
。
い
●

　
コ
切
の
抵
曾
現
象
の
特
質
的
な
連
子
の
カ
に
よ
り
て
云
々
」
や
接
婆

　
「
連
帯
が
著
し
く
は
現
は
れ
奪
、
随
ふ
て
醤
象
の
研
究
に
及
ぼ
す
影
響
の
溺
か
る
難
き
無
機
的

　
哲
學
に
於
て
は
云
々
］
7
D
。
。
◎

　
「
肚
會
學
の
封
象
の
親
密
な
る
連
帯
は
云
々
」
℃
．
い
・
。
・
。
・

　
以
上
引
用
せ
る
諸
文
句
は
、
コ
ン
ト
が
實
軍
勢
學
第
四
当
今
四
十
入
講
中
墨
筆
静
學
の
概
念
を

論
ず
る
に
當
っ
て
連
帯
叉
は
連
帯
的
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
総
て
の
場
合
で
あ
る
が
、
其
れ
に

よ
り
て
潮
入
は
コ
ン
ト
の
連
帯
ご
云
ふ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
大
亭
号
學
ぷ
こ
ご
が
出

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
靴
會
灘
航
布
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九



388

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
九
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

凍
る
の
で
あ
る
Q
爾
ほ
注
意
す
轟
き
は
、
認
ン
ト
は
赴
減
塩
學
に
於
て
は
連
帯
を
．
合
致
（
∩
○
鐸
η
①
一
一
ω
戸
一
ω
）

ご
、
同
じ
意
．
昧
に
用
ひ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
彼
は
此
塵
で
は
蓮
精
及
び
合
致
の
篤
実
を
或
は
併

用
し
或
は
換
用
し
て
居
る
の
で
、
銑
に
以
前
か
ら
合
致
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
以
上
、
別
に
新
に

連
帯
ご
云
ふ
語
を
朔
ひ
る
必
要
は
な
い
襟
に
思
は
れ
”
。
。
コ
ン
ト
が
實
謹
直
學
第
四
懇
か
ら
盛

ん
に
連
帯
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
出
し
た
理
由
は
さ
き
に
述
べ
し
如
く
不
明
で
あ
る
Q
ご
に
か
く
彼

が
連
帯
ご
云
ふ
語
を
、
殊
に
多
く
用
ひ
て
居
る
魁
會
静
學
概
念
論
中
に
於
け
る
絡
て
の
場
合
を
上

に
列
暴
せ
し
如
く
に
蒐
集
し
て
、
之
を
総
概
す
る
ご
、
彼
の
連
帯
の
概
念
の
内
容
は
左
の
如
く
に
分

類
さ
れ
る
ご
思
ふ
。

　　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　七六五四三ニー
諸
科
學
間
の
連
帯
或
は
含
致

各
科
學
ご
技
術
こ
の
連
帯
或
は
含
致

各
科
學
及
び
各
技
衛
の
諸
分
急
電
の
連
帯
或
は
合
致

宇
宙
間
の
一
切
の
現
象
間
の
連
帯
或
は
合
致

各
部
類
の
現
象
内
の
諸
部
分
間
の
連
帯
或
は
合
致

有
機
膿
の
諸
部
分
間
の
連
帯
或
は
合
致

趾
會
の
諸
部
分
聞
及
び
趾
會
生
活
の
諸
方
面
問
の
連
帯
，
或
は
合
致
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（
八
）
文
明
朕
態
ご
政
治
組
織
ε
の
連
帯
或
は
合
致

　
（
九
）
政
耀
ビ
私
擢
こ
の
連
帯
或
は
合
致

　
（
十
）
霊
椹
ご
俗
灌
こ
の
連
帯
或
は
合
致

　
（
十
一
）
総
て
の
騰
系
内
の
諸
部
分
間
の
連
帯
或
は
合
致

　
右
の
中
で
最
後
の
（
十
一
）
は
、
恐
く
は
コ
ン
ト
の
連
帯
概
念
の
最
こ
も
包
括
的
な
る
意
味
を
表
示

す
る
も
の
ざ
思
は
れ
る
。
要
す
る
に
肚
會
静
學
の
概
念
を
概
論
す
る
に
當
っ
て
、
コ
ン
ト
の
用
ひ

て
居
る
連
帯
概
念
の
最
ビ
も
一
般
的
な
る
意
味
を
約
説
す
れ
ば
、
早
れ
は
つ
ま
り
一
の
膿
系
を
な

す
諸
要
素
の
間
に
或
は
一
の
膿
系
の
諸
部
分
の
間
に
存
立
す
る
相
依
不
離
或
は
相
互
依
存
の
關

係
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ン
ト
は
更
に
實
謹
哲
學
第
四
懇
第
五
十
講
「
証
會
静
學
の
豫
備
的
考
察
、
師

ち
入
間
魁
會
の
自
獲
的
秩
序
の
一
般
的
理
論
」
（
∩
9
邑
翌
晩
毘
9
窃
℃
昼
ご
冨
ぎ
ω
。
・
霞
莚
簿
p
甑
ρ
器
ω
8
匿
ρ
自

暴
8
年
中
q
黒
羽
既
。
血
二
げ
一
、
臼
。
紹
。
簿
・
口
ひ
α
①
ω
ω
○
。
憎
㎡
3
慧
8
餌
貯
Φ
ω
）
に
於
て
特
に
赴
會
連
帯
の
概
念
を
詳
し

く
論
述
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
是
れ
よ
り
更
に
下
馴
に
穿
て
特
に
彼
の
馬
蹄
連
帯
の
概
念
を

研
究
せ
ん
ざ
す
る
．
の
で
あ
る
が
、
爾
ほ
夫
れ
に
先
だ
ち
彼
は
赴
會
静
思
の
概
念
を
概
論
す
る
ご
同

時
に
、
叉
杜
會
動
學
の
概
念
を
概
論
し
て
居
る
第
四
十
八
講
中
其
の
魅
會
動
學
の
本
質
を
論
ず
る

部
分
に
於
て
連
帯
ご
云
ふ
語
を
如
何
な
る
場
■
合
に
用
ひ
て
居
る
か
を
調
ら
べ
て
見
た
い
ビ
思
ふ
○

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
祇
倉
蓮
糟
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
一
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四
二

蓋
し
夫
れ
は
コ
ン
下
の
証
會
連
帯
思
想
は
．
軍
に
所
謂
「
塞
間
に
於
け
る
魁
會
連
帯
」
（
げ
。
・
o
ま
①
『
ま
。
・
？

息
巴
の
〔
聾
窃
証
。
。
窟
0
9
を
意
饗
す
る
だ
け
で
、
所
謂
「
時
間
に
於
け
る
趾
會
連
帯
」
（
㌶
・
。
○
ま
ρ
鼠
｛
⑰
・
。
o
o
…
巴
①
畠
房

H
。
｛
o
ヨ
℃
。
。
）
を
意
昧
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
之
を
も
含
め
て
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
研

究
す
る
爲
め
に
、
甚
だ
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
Q

　
今
文
四
十
入
講
事
訳
動
學
の
概
念
を
概
論
す
る
部
分
に
於
て
、
コ
ン
ト
が
連
帯
ε
云
ふ
語
を
用

ひ
て
居
る
の
は
、
只
左
の
数
ヶ
所
に
於
て
だ
け
で
あ
る
。

　
　
「
假
倉
魁
病
的
連
蜷
の
基
本
的
面
識
は
、
殊
に
蓮
動
の
此
の
歌
戚
（
説
諭
的
運
動
）
に
於
て
謹
明
さ

　
れ
る
ご
は
云
へ
云
々
」
や
い
り
9

　
　
「
既
に
血
止
静
學
に
虚
し
て
、
一
切
の
説
諭
的
諸
要
素
の
間
に
確
認
さ
れ
π
る
基
本
的
蓮
帯
云

　
々
」
や
Q
り
P

　
　
「
祉
會
的
連
帯
及
び
人
類
…
進
化
の
實
愈
愈
研
究
に
於
て
云
々
」
や
ω
同
ω
●

　
　
コ
の
贋
大
に
し
て
永
久
的
な
る
肚
二
曲
統
　
膿
の
種
々
な
る
個
入
声
或
は
國
民
的
機
關
は
、

　
「
の
親
密
な
る
又
普
遍
的
な
る
連
帯
に
よ
り
て
断
へ
す
結
合
さ
れ
て
云
々
」
や
ω
N
メ

　
右
に
列
漏
せ
る
場
合
に
就
て
考
へ
る
に
、
コ
ン
ト
は
魁
會
現
象
の
諸
部
類
が
相
互
に
作
用
し
相

互
的
影
響
の
下
に
著
て
時
間
的
に
逡
動
ず
る
事
を
も
，
連
帯
ご
見
て
居
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。



u，g．1

か
く
て
彼
の
連
帯
概
念
は
、
着
意
昧
で
は
「
壁
間
に
於
け
る
癌
帯
」
ご
共
に
「
時
間
に
於
け
る
連
精
」
を
も

意
味
す
る
も
の
と
見
倣
し
得
ら
れ
る
が
、
併
し
乱
れ
は
嚴
格
な
る
意
昧
の
「
時
間
に
於
け
る
連
帯
」
で

は
な
い
。
矢
張
り
根
本
絢
に
は
「
下
聞
に
於
け
る
連
帯
」
に
し
て
、
只
之
を
時
間
的
に
延
長
し
た
だ
け

に
外
な
ら
ぬ
、
嚴
密
に
云
ふ
「
時
間
に
於
け
る
連
帯
」
ご
は
、
前
の
妖
態
ε
後
の
状
態
こ
の
間
の
不
可

離
農
連
結
．
帥
ち
コ
ン
ト
自
身
の
云
ふ
、
世
代
の
影
響
或
は
繭
代
が
後
代
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
の
如

き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
世
代
間
の
か
、
る
連
結
は
、
コ
ン
ト
の
大
に
重
要
親
し
て

居
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
9
否
な
彼
は
此
の
思
想
を
、
彼
の
時
代
に
於
け
る
彼
の
哲

學
の
根
本
的
一
特
徴
ご
さ
へ
見
て
居
た
の
で
あ
る
。
只
此
庭
に
余
の
問
題
こ
す
る
は
、
彼
め
此
の

如
き
時
下
的
連
結
を
も
連
帯
ご
号
し
て
居
た
か
、
こ
う
か
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。
而
し
て
余
は
是
れ

ま
で
に
凋
隠
せ
る
総
て
の
場
合
に
於
て
児
ら
れ
る
如
く
、
コ
ン
ト
は
少
な
く
も
實
誰
哲
學
講
義
第

四
巷
に
於
て
は
、
連
帯
を
根
本
的
に
は
「
塞
間
に
於
け
る
連
帯
」
の
意
昧
に
解
し
て
居
た
ご
思
ふ
の
で

あ
る
。
し
か
も
時
に
は
「
時
間
に
於
け
る
連
帯
」
を
も
含
ま
せ
て
居
た
か
ご
思
は
れ
る
場
合
も
見
出

さ
れ
る
。
継
れ
は
コ
ン
ト
が
同
母
四
十
入
質
に
於
て
証
會
鋤
學
の
概
念
を
概
論
し
た
後
、
更
に
研

究
方
法
を
論
じ
て
居
る
中
に
、
早
々
明
ら
か
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
コ
ン
ト
は
研
究

方
法
を
論
ず
る
中
に
連
帯
或
は
肚
會
蓬
帯
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
の
は
左
の
数
ヶ
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
コ
ン
｝
の
噌
甦
倫
口
蓮
帯
田
心
煽
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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哲
學
研
究
舞
九
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

　
「
魁
町
現
象
の
静
學
的
恐
察
は
、
叢
雲
的
連
帯
の
本
質
的
法
期
に
從
ふ
て
云
々
」
や
ω
ぐ
・

　
「
さ
ほ
こ
に
著
し
く
複
合
せ
る
魅
會
現
象
の
連
帯
或
は
継
績
の
箕
愚
な
る
法
則
云
々
」
℃
㏄
轟
。
・

，
「
此
の
如
く
連
帯
又
は
繊
績
の
合
理
的
見
地
に
從
ふ
て
探
究
さ
れ
て
、
魁
會
現
象
は
云
々
」
℃
．
ω
載
・

　
「
人
々
は
時
ご
し
て
人
類
の
絡
騰
を
、
全
地
球
王
に
渡
ま
る
廣
大
な
る
水
腸
持
は
珊
瑚
鐙
の
｝

種
に
比
し
た
Q
併
し
此
の
比
喩
は
吾
人
の
杜
會
的
連
帯
の
甚
だ
不
完
全
な
る
哲
學
的
評
債
殊

に
水
野
或
は
珊
瑚
鐙
に
特
有
な
る
生
存
の
仕
方
に
關
す
る
甚
だ
し
き
生
物
學
的
無
智
を
示
す

も
の
で
あ
る
、
此
．
の
比
喩
は
つ
ま
り
有
意
的
及
び
妊
意
的
な
る
團
結
を
、
無
意
的
及
び
不
可
溶

的
結
合
（
琵
。
℃
鍵
¢
o
首
夏
ぢ
欝
圃
一
需
o
H
o
暮
鋤
δ
露
玉
旺
。
。
切
。
ピ
σ
δ
）
に
接
近
さ
せ
る
こ
ビ
に
な
る
。
か
く
て

反
要
素
が
其
の
特
有
の
原
本
性
に
拘
ら
す
、
常
に
相
互
的
に
影
響
す
る
｛
騰
系
を
、
本
質
的
に
正

諸
県
な
一
軍
系
、
勝
ち
諸
部
分
が
不
可
離
で
あ
る
が
、
決
し
て
直
接
に
は
何
等
の
相
互
作
用
を
も

な
さ
な
い
一
贈
雲
糸
に
同
化
さ
せ
る
こ
ご
に
な
る
。
」
や
ワ
ω
い
同
車
ω
い
N
・

「
此
の
歴
史
酌
分
析
は
、
其
の
性
質
上
、
只
動
學
的
抵
會
學
に
の
み
適
含
す
る
が
如
く
に
見
え
る

が
、
し
か
も
賜
れ
は
魁
會
學
の
諸
部
門
の
完
全
な
る
連
帯
に
よ
り
て
、
児
等
の
諸
部
門
の
差
別
な

し
に
、
魁
，
會
學
の
全
心
に
推
し
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
は
．
票
は
れ
な
い
。
魁
會
動
學
は
結
局
魁
會
學

の
主
要
目
的
物
こ
な
る
も
の
で
あ
る
が
．
し
か
も
祉
會
静
學
は
根
本
的
に
は
甘
草
動
學
ε
合
理
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的
に
は
不
可
離
的
な
も
の
で
あ
る
一
曲
者
の
理
論
的
癌
別
が
眞
に
有
感
で
あ
る
に
拘
ら
す
）
o
是

　
れ
存
在
の
法
則
は
、
詩
論
の
行
な
は
れ
る
中
に
、
殊
に
著
し
く
現
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
℃
．
ω
9
・

　
　
「
心
身
的
諸
要
素
が
必
然
的
に
連
帯
的
で
不
可
離
で
あ
る
こ
ご
は
云
々
」
や
ω
α
P

　
右
に
翠
げ
し
場
合
に
於
て
は
、
連
帯
或
は
杜
會
連
帯
ご
云
ふ
語
は
、
矢
張
も
「
室
聞
に
於
け
る
冠
會

連
帯
」
の
意
味
に
用
．
ひ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
左
に
畢
ぐ
る
場
合
に
於
て
は
、
肚
會
連
帯

と
云
ふ
語
は
「
晴
姿
に
於
け
る
魁
愈
連
帯
」
の
意
味
を
含
ん
で
居
る
標
に
も
思
は
れ
る
。
此
の
主
旨

を
明
ら
か
に
す
る
爲
め
に
其
の
個
所
を
租
々
詳
し
く
引
用
し
て
置
く
。

　
「
最
後
に
此
慮
に
吾
人
の
注
意
す
附
き
は
，
實
際
的
見
地
の
下
で
は
、
嚴
密
に
云
ふ
歴
史
的
方
法

　
が
証
會
的
研
∵
究
に
於
て
一
般
に
用
ひ
ら
れ
る
に
至
る
ご
、
夫
れ
は
又
肚
會
的
情
操
を
膚
か
ら
登

　
達
さ
せ
る
ピ
云
ふ
有
盆
な
る
性
質
を
有
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
但
し
歴
史
的
方
法
が
虞
か
ら
肚

　
壁
厚
情
操
を
獲
達
さ
せ
る
の
は
、
潤
れ
最
こ
も
遠
い
過
去
の
出
來
事
さ
へ
も
、
縛
れ
が
導
入
自
身

　
の
文
明
の
漸
次
的
磯
現
の
上
に
及
ば
せ
る
墨
筆
な
る
影
響
を
憶
ひ
超
さ
せ
る
こ
ご
に
よ
り
て
、

　
今
駅
留
入
に
直
接
な
興
味
を
超
さ
せ
る
慮
の
、
其
の
種
々
な
る
入
類
的
早
耳
事
の
必
然
的
連
結

　
を
、
直
接
に
耳
糞
績
的
に
明
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
コ
ソ
ド
ル
セ
ー
の
美
は
し
き
注
意
に
從
へ

　
ば
、
ム
ー
日
激
養
あ
る
何
入
も
例
へ
は
マ
ラ
ソ
ン
及
び
サ
ラ
ミ
ス
の
風
早
が
、
入
舞
の
現
實
な
る
…
連

　
　
　
　
コ
ン
ト
の
祉
奇
μ
蓮
蝋
宙
田
心
甜
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
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哲
學
研
究
　
　
い
単
九
ム
「
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
山
ハ

　
命
に
託
し
て
生
せ
る
重
大
な
る
結
果
を
、
直
ち
に
鵜
苫
す
る
こ
ご
な
し
に
、
其
等
の
戦
事
に
就
て

　
考
へ
る
こ
ご
は
礁
來
な
い
’
で
あ
ら
う
。
本
懇
の
残
り
の
総
て
の
部
分
に
於
て
、
二
面
朋
臼
に
、
或
．

　
は
殊
に
瞬
に
、
断
へ
す
適
矯
さ
れ
る
で
あ
ら
う
庭
の
、
歴
更
的
方
法
の
右
の
性
質
に
就
て
，
此
露
に

　
特
に
主
張
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
其
の
如
何
な
る
形
式
的
忌
明
も
、
肚
會
的
諸
時
代
の
密
接

　
な
る
一
般
的
從
厨
を
明
白
な
ら
し
め
る
歴
更
の
自
然
的
性
能
を
確
立
す
る
爲
め
に
、
此
慮
に
必

　
要
こ
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
は
れ
此
の
問
題
に
就
て
、
此
慮
に
注
意
す
可
き
…
の
重
要
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
る
　
　
め
　
　
へ

　
事
が
あ
る
。
夫
れ
は
右
の
如
き
魅
曾
納
無
爵
の
情
操
を
、
入
聞
生
活
の
何
れ
か
の
叙
違
も
総
て

　
自
か
ら
惹
起
す
画
き
、
否
な
軍
な
る
小
説
さ
へ
も
同
様
に
惹
起
し
得
る
塵
の
、
其
の
同
情
的
興
味

　
ε
混
同
し
て
は
な
ら
露
ε
云
ふ
こ
ご
費
あ
る
。
四
品
に
云
ふ
慮
の
赴
會
的
連
糟
の
情
操
は
、
夫

　
れ
は
或
意
味
に
て
は
個
人
酌
ざ
な
る
が
故
に
、
一
続
深
大
な
る
も
の
に
し
て
、
又
夫
れ
は
特
に
一

　
の
科
五
心
確
信
か
ら
生
戯
す
る
も
の
こ
し
て
、
同
時
に
「
層
反
省
酌
な
も
の
で
あ
る
。
」
℃
う
ω
9

　
g
ω
O
い
．

　
右
に
引
用
せ
る
虞
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、
コ
ン
ト
は
「
時
計
に
於
け
る
薩
會
連
帯
」
を
も
、
彼
の
冠
會

連
鵬
の
概
念
中
に
含
ま
せ
て
居
る
標
に
思
は
れ
る
。
併
し
詳
し
く
吟
直
し
て
見
る
ご
、
彼
は
此
慮

に
は
入
聞
的
出
　
來
・
事
の
必
然
的
連
結
に
点
て
、
吾
入
の
心
に
膚
か
ら
起
る
主
魏
的
な
る
連
帯
威
情



を
説
い
て
居
る
の
で
、
客
船
的
な
る
「
時
間
に
於
け
る
連
帯
」
を
直
ち
に
連
帯
ご
呈
し
て
居
る
の
で
は

な
い
こ
ご
が
畳
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
術
ほ
次
頁
に
亘
る
同
里
中
の
左
の
語
は
、
一
方
に
於
て
は
コ

ン
ト
は
連
帯
を
根
本
的
に
は
「
塞
間
に
於
け
る
連
幣
」
の
意
味
に
解
す
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
て
は

当
事
的
な
る
「
時
問
に
於
け
る
連
帯
」
を
、
彼
の
連
幣
概
念
中
に
含
ま
せ
よ
う
こ
す
る
傾
向
を
示
す
も

の
こ
し
て
、
興
昧
あ
る
ご
思
は
れ
る
へ
）

　
　
「
始
め
に
は
選
良
の
精
興
の
み
に
保
留
さ
れ
て
居
る
庭
の
、
此
の
琶
會
的
情
操
の
新
し
き
形
態

　
は
，
其
の
後
雌
竹
物
理
學
の
一
般
的
結
果
が
充
分
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
一
般
の
有
識
者
間
に
擾

　
ま
り
得
る
で
あ
ら
う
。
但
し
其
の
強
さ
は
減
す
る
で
あ
ら
う
が
。
而
し
て
此
の
肚
會
的
連
帯

　
の
情
操
は
、
入
子
統
一
の
更
に
よ
b
高
伺
な
、
よ
り
完
全
な
る
一
概
念
に
よ
り
て
、
人
類
の
縫
績
的

　
諸
世
代
を
、
又
同
一
の
絡
極
目
的
（
其
の
漸
次
的
實
現
は
各
世
代
か
ら
一
定
の
明
確
な
貫
献
を
要

　
求
す
る
）
の
誉
め
に
協
働
す
る
者
ご
し
て
指
示
す
る
慮
で
、
同
代
の
個
入
間
及
び
國
尋
問
に
存
す

　
る
習
慣
的
連
帯
の
よ
り
男
臼
な
、
叉
よ
り
元
素
的
な
概
念
を
、
必
然
酌
に
完
成
す
る
で
あ
ら
う
。

　
総
て
の
時
代
の
入
々
を
協
働
者
ε
見
ん
こ
す
る
此
の
合
理
的
傾
向
は
、
今
や
．
科
學
に
鞭
て
漸
く

　
現
は
れ
て
來
た
。
そ
れ
も
只
最
と
も
進
歩
せ
る
科
學
に
於
て
だ
け
で
は
あ
る
が
。
蒲
し
て
歴

　
史
的
方
法
の
哲
學
的
優
勢
は
、
此
の
方
法
を
人
聞
生
活
の
…
切
の
有
う
得
る
方
面
に
適
用
さ
せ

　
　
　
　
コ
ト
ン
の
誕
禽
蓮
響
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
七
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四
八

　
て
、
以
て
、
始
め
て
其
の
全
曇
蓬
を
成
就
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
証
會
の
正
常
歌
態
に
は

　
必
要
訣
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
今
日
形
而
上
學
的
帯
芝
に
よ
り
て
大
に

　
傷
け
ら
れ
て
居
る
庭
の
、
吾
人
の
筆
先
に
謝
す
る
根
本
的
奪
敬
が
、
熟
考
的
評
債
に
よ
り
て
適
當

　
に
保
持
さ
れ
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。
℃
・
認
い
一
ω
ひ
α
・

　
右
の
引
用
文
に
よ
り
て
、
殊
に
其
の
絡
り
の
文
句
に
よ
り
て
、
コ
ン
ト
の
連
帯
概
念
は
、
「
時
間
に
於

け
る
連
帯
」
を
も
實
早
上
包
含
し
て
居
る
ビ
、
推
定
し
得
ら
れ
な
い
こ
ご
は
な
い
。
し
か
も
コ
ン
ト

は
肚
會
連
帯
の
概
念
を
根
本
的
に
は
「
塞
間
に
於
け
る
連
帯
」
に
就
て
立
て
、
居
る
ご
思
は
れ
る
の

で
、
帯
く
て
彼
は
更
に
第
五
十
講
「
魁
會
静
學
の
豫
備
的
考
察
、
或
は
入
類
就
會
の
自
登
的
秩
序
の
一

般
的
理
論
」
∩
9
邑
象
舜
け
δ
霧
や
．
亀
鼠
奉
．
誘
ω
・
。
籠
㌶
ω
算
5
器
…
。
【
9
ゆ
ρ
。
q
昏
8
募
σ
q
g
♀
巴
・
留
ま
益
δ
。
。
階
馨
ρ
一
る

山
。
の
ω
8
冨
曾
ゴ
【
話
ぽ
H
o
。
。
）
に
於
て
魁
會
連
帯
を
詳
し
く
論
蓮
し
て
居
る
。
そ
れ
で
余
も
是
よ
り
同
講

に
就
て
爾
ほ
彼
の
泄
會
蓮
帯
の
概
念
を
、
丁
々
詳
し
く
論
究
し
π
い
ご
思
ふ
。
但
し
彼
は
第
四
十

入
講
に
於
て
は
、
盛
ん
に
連
帯
或
は
連
帯
的
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
が
、
次
の
第
四
十
九
講
「
証
會

物
理
學
ご
實
謹
書
學
の
他
の
基
本
的
分
営
ざ
の
必
然
的
…
關
係
」
（
閃
。
蛋
す
あ
蝕
8
・
・
ω
箒
3
紆
㌶
℃
ξ
臨
苧

9
ω
8
芭
。
碧
8
冨
p
9
巴
。
。
。
鐸
弩
。
滞
ω
♂
包
9
。
6
9
H
毫
Φ
ω
号
す
煙
出
8
。
喜
…
。
℃
。
。
。
葺
く
。
）
中
に
は
奇
妙
に
も
此

語
を
僅
か
一
＝
ご
ヶ
所
に
於
て
用
ひ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。


